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"国連総会，圧倒的多数で， コンゴ

誓のカサブブ大統領に代表椛を与える
ぷ
iことを決定。

ti11月24日

♦パリのOECD池備委員会，協
案について合邸に逹したと発表。

月28日

国述A・ A25カ国， h(（民地独立に
する新決議案を提出。

月3日

・A語国代表はコンゴに

流n'llを防ぐ措置をとるよ
ョルド市務総長に要諮し

国際商工会議所と国際実

議のアジア極東問題会談が開

じかれ日本から40人の代表が参加

[~2 月 6 日
息♦世界81 カ国共産党会議，声明
t；表。
f; 
’’う
fl2月9日
羽

じ・♦国連総会経済委，低開発国援
》進を決議。

”国府，国連経済社会耶事会に怜
炉,,1、

菟12月10日!; 
籍・♦国連の A·
~:- A21カ国，総会政治委

悦にアルジェリア問題に関する決議案

戸ラフ連合，アラブ連盟経済会議
tにアラプ共同市場設置促迎案提出。
ガ‘

¥12月12日

~~SEATO 緊急会議ソ連のラオス
［空輸を非難する声明を発表。
？＼ 

'¥12月13日
ぷECD設立会議 Iぐリで間く。

12月 14日

な国辿総会，柏民地解放‘i句言を可決。

今OECD（経済協力開発機構）憲芹
に20カ国が調印。

12月20日

鬱国連総会，モリタニアJ;n¥l札討議来
年に持お越しを決定。

12月29日

魯A・A諸国民連：甘評議会， 1月に

ルムンバ支援方法検討のための緊急

会議を開くと発表。

1961年 1月2日

合SEATO狸市会l}[lぎ， ラオス梢勢

を検討。

1月 5日

魯エカフェ第 3回域内貿易促巡会議

開く (5日～14日）。

1月9日

唸キャンベラで汎大平詳，東南アジ

ア婦人会議l}flく。

1月 11日

魯アジア・アフリカ経済機構会議，

アラブ辿合のアスワンで開き， A・

A諸国の経済関係緊密化および経済

に関する研究所設立などを討議。

1月15日

鬱A・A婦人会議カイロで開催 (15

~19日）。

1月 17日

魯石油生産国会議（イラン・イラク・

サウジアラビア・ベネズエラ・クェ

ート・カタール）カラカスで開ぎ，

石油世界価格維持方策を協議。

鬱SEATO常設理開く。

1月 18日

令韓国，国府，南ヴェトナム， フィ

リビンのアジア反共4カ国外相会議

フィリピンで開く (18~19i=,) 

1月24日

”ハマーショルド事務総長，｝レムン

バ前首相の復活をカサブブ大統領に

加江・ス、― IIl•J の

東アジア I

11月21日

彎韓国民主党合作派21議員が与党に

復帰。

11月23日

今韓国の磁法改IF案民議院を通過。

11月24日

會北鮮揺遠促巡案，週 1同， 1200人

で合怠。

11月26日

◇周恩来中国首相， ラオス使節団を

中国に招訥。

脅韓国参議院の改憲表決，議員のボ

イコットでお流れ。

11月28日

今韓国参議院，憲法改．IE案を可決。

11月29日

會刀韓国大統領，改正憲法を公布。

11月30日

會中厨とキューパ，経済協力協定，

61年度貿易識定書，科学技術協力協

定に調印し，中国からキューバヘ 2

億4000万ルーブルの借款を供与する

と発表。

疇モンゴルとカンボジア国交樹立。

魯日本と）レーマニア，貿易支払い協

定調印。

豪鉄鋼業界と来日中のインド貿易公

団代表，来年度のインド鉄鋼石輸入

を175万トンに決定。

12月 1日

脅モスクワ滞在中の劉少奇中国主

席， フ首相と会談。

12月2日

令韓国民主党，統一問題で北鮮の同

答を求める談話を発表。

12月3日

今毛沢東中国主席，北ヴェトナムの

I Iぅ
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ホー・チミン大統領と会談。

12月4日

吻チベノトのラサで，人民協議会1姐

く。

12月6日

傘北鮮訪問中のキューバ代表団，北

鮮と反米闘争と相互協力強化などの

共同声明発表。

疇韓国経済使節団，西ドイツに出発。

12月7日

拿日本の農業指導団第 1陣，カンボ

ジアヘ出発。

拿中国の劉少奇主席は，モスクワで

人民公社制度を今後も推進すると述

べた。

今キューバとモンゴル，外交関係樹

立。

12月9日

参第3回中印国境会談終わる。

12月 10日

傘日比友好通商航栂条約調印。

12月 11日

参ニッケル精練5社， 61年1月にセ

レベスのニッケル鉱開発調査団派造

を決定。

12月 12日

参中国とアフガニスタン，友好相互

不可侵条約の批准書交換。

参中国・カンボジア友好協会，北京

で設立。

12月 13日

今国府代表団，南ヴェトナムと経済

協力について話し合うためサイゴン

に出発。

12月 14日

念中共，ビ）レマ中共国境協定を批准。

拿中国・ビルマ両国軍，国境地帯に

残存する国府軍に対する共同作戦を

実施。

12月 15日

會中国・インドネシアの 2重国類に

関する条約，ジャカルタで調印。

會国府は1961年を「東洋訪問，中国

観光の年」とすることを発表した。

12月16日

疇中国とソマリア，外交関係樹立。

會FAOに資料提供のため，台湾の
全島的農業調査始まる。

II6 

12月 19日

亨中国とカンボジア，友好不可佼条

約調印。

12月23日

會中共の友好使節団キューバ訪問。

會オーストラリア，中共に24万トン

の小麦を輸出。

會池田首相，外相と農相にライス・

バンク構想の具体的検討を指示。

12月25日

吻ソ連，ガーナおよび北鮮に対する

援助協定に調印。

12月26日

會韓国地方選挙施行。

會外務省当局柳元韓国駐日大使の

政治亡命を認めずと通告。

12月27日

拿米政府，国府のダム建設援助に

4000万ドルの借款供与。

12月28日

令日本とパキスタン，友好通商条約

調印。

傷中国の陳毅外相，英ソ両国外相に

対し米国のラオス干渉を阻止するよ

う要請。

令韓国，アメリカの余剰農産物受け

入れ協定に調印。

12月30日

今周恩来首相ら，中国代表団，国境

条約批准書交換のためビルマ訪問。

急中国，豪州小麦の追加買い付けを

発表。

1961年 1月4日

拿中国とビルマ，両国の国境条約批

准書を交換。

1月5日

◎韓国，韓国再建長期計画を発表。

會モンゴルとネパール，外交関係樹

立。

1月7日

吻鄭韓国外相，東南ア共同市場創設

を提唱。

1月9日

會中国とビルマ，中国がビルマヘの

8000万ドルの借款供与などを含む経

済協力協定および支払い協定締結。

1月 11日

會国府軍当局，将総統の長子が秘密

にラオスを訪れたとの外電を否定。

1月 12日

脅外務省，コロンボ計画会議第12回

年次会議の第 9次年次報告書発表。

1月13日

傷日本漁船，李ライン外で韓国に打1)
わる。

1月 14日

會中共党第8期中央委第9次全体会

議開く (14-18日）。

會日本政府，韓国の日本漁船捕獲に

正式抗議。

拿日本政府， ビルマ賠償再検討案を

手交。

1月 15日

傷中国の陳毅外相， ラオス問題のた

め新ジュネーブ会議開催を英｀）に提

案。

1月 18日

會ソ連のフ首相， 日ソ協会使節団に

対し， 日本に中立傾向が強まれば，

ハボマイ，シコタン返還条件緩和を

考慮するとのべた。

今中国・ネパール国境合同委，第 2

回会議北京で開く。

1月19日

會ユーゴ，ア）レバニア訪問中の周恩

来中国首相のユーゴ非難演説に抗

議。

喰ボールズ次期米国務次官，米国は

台湾を守ること，および現状では中

国承認に反対であると述べた。

1月22日

喩中共，マニラにおけるアジア 4カ

国外相秘密会議を対ラオス干渉と攻

撃的軍事ブロック結成を企図するも

のと非難。

鬱キューバ，中共に砂糖および銅鉱

石を売却する協定に調印。

1月23日

傷日本とブラジル，文化協定に調印。

會日本肥料業界，インドに15億円相

当の肥料輸出を決定。

1月24日

魯中国，濠州から 2万トンの小麦粉

を輸入。

1月25日
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●第5次日韓予備会談再開。
が中国政府，食糧不足克服のため都

市でも野菜栽培するよう呼びかけ゜

I東南アジア―|
11月21日

令オランダ政府，ィンドネシア人小

部隊が西イ リア ンに侵入したと発

表。

令インドネシア険軍当局，同国部隊

の西イ リアン侵入説を否定。

11月22日

令ラオスのプーマ首相， パテ ト・ ラ

オと会談し， 中立政策で一致したと

の共同声明を発表した。また同首相

は中共，北ヴェトナムとの外交関係

樹立は考えていない と述べた。また

同首相はソ連経済援助につきソ連大

使と協議する意向を表明。

11月23日

令ラオスのプーマ首柑， 「ソ辿は近

くビエン チャンヘの食糧および石油

の空愉を開始する」と発表。

令米政府， ラオスに対し「ソ連援助

は中立を脅かす」と腎告。

令DLF,南ヴェトナムの水力発電建

設に1270万 ド）レ援助供与。

11月24日

令ラオスの米大使館の飛行機，国王

へのプーマ首相の辿立政府樹立討議

開催を要請する連絡に向かう。

11月25日

令米政府， ラオスのプーマ首相のバ

テト・ ラオとの連立政椛を支持しな

いと声明。

11月26日

令ラオスのノ サパン前国防相，平和

交渉に応じると声明。

令外モンゴル政府， プーマ ・ラオス

政府を承認。

令ラ ーマン ・マラヤ 首相， i!..~i •イリア

ン問題解決のための中央委設i位を提
唱。

令ィン ドネシアのスバンドリオ外

相，オランダがマラヤと共に「西イ

リアン問題を国辿に任せる」と声叫

したのに反対し，インドネシアはこ

の問題に対する国連介入を拒否する

と述べた。

11月27日

令カンボジアとチェコ，友好 ・文化

協力協定調印。

11月28日

令マカパガル・フィリビン副大統領

来日。

令カンボジアのシアヌ ーク国王，モ

スクワ訪問。

11月29日

今ラオスのプーマ首相， 事態収拾の

ため議会代表団をサバナケ ・ノ トの右

派反乱軍本部に派辿。

今ラオスのプーマ首相， 12月10日に

政府代表団長として中限を訪問する

と発表。

11月30日

もラオスのノサパン前国防札I,サバ
ン ・パッタ ナ国王が軍の総指揮に当

たることを受諾したと発表。

令フィリヒ゜ンのマカパガル副大統領

は親善旅行のため非公式に台湾を訪

間。

令インド ネシア人民工業省， 日本の

賠償による紡紹工場建設計画がまと

祖った と発表。

12月 1日

令ラオスのプーマ首相，ノサバン派

は全政党による連立政権樹立に同滋

したと発表。

l2月2日

令北ヴェトナムとキューバ，外交関

係樹立。

◇ジャカルタ軍事法廷，米人飛行士

しこ クヒ） f•Il 判決。

12月3日

令ラオス援助0)ためのソ辿翰送機ビ

エンチャン着。

令ラオス政府，ノサバン軍との戦闘

にタ イが直接介入していると非難。

令訪ソ中のシアヌーク・カンボジア

首相はプーマ首相によるラオス騒乱

の終結をのぞむとのソ連 ・カンボジ

ア共同j閂；明を発表。

12月4日

會バッタナ・ラオス国王は，ノサバ

ン派の提案を入れて国民議会を主都

ルアンプラバンで開くこと 19,＿こ同、もし

に。

令北ヴェ` トナム代表団，経済協定交

渉のため中‘ノヘ出発。

l2月5日

會ラオスの プーマ首相，米政府に対

しノサバン軍への武器供与を止める

よう頼んだと発表。

令ラオスのプーマ首相，中共 ・北ヴ

ェトナム訪問を中止。

12月6日

令マラヤのラ ーマン首相（な議会で，

インドネシアの一部指尊者と新聞の

敵対的態度のため，西イ リアン問題

調｛、りを放来すると述べた。

12月8日

今ラオスのビエ ンチャン地区軍司令

官コウプラ シト ・アプハイ 大佐，プ

ーマ首相の合法政府支持と極左派の

行動阻止のためのク ーデタ ーをおこ

し同市を軍事1:1りに支配。

拿フィリピンのガルシア大統領，マ

ラヤ訪間。

12月9日

傷ラオス政府，緊急会談で厳」―E中立
を再確認。

急ラオスの プーマ首相， カン ボジア

着~゜
舎コン・レ大尉軍， アプハイ司令官

の反乱を鎖圧し首都を愈述。

令南ヴェ ト ナム，北ウ‘~ ェト ナムお よ

びラオス国境守備隊に非常啓戒命

＾ 
TJo 

12月10日

令ラオスのプーマ首相，全柾を軍に

委任して カンボジアに逃避。また国

会議員24人がサバナケットに到着。

令ラオス軍司令部， ソントン ・プタ

ムボン将軍ら軍部（i人委員会の設趾

を発表。

今パテトラオの発表によると， ラオ

スで幣墜された偵察機から米軍人4

人が発見された。

釧紆ヴェ トナム軍，このほど共産軍

と激戦。

12月11日

彎フィリピン洲莱会議所のア ントニ

ー会頑， 日比友好条約に反対0)，意向

を表明。

念ラオスのキニ ム・ボルセナ恰報札l

ら左炭糸41碁l僚舟i足内閣I).）成立と国
家最高委解体を発表:.., • 

令ラオスのコン ・レ大旧， ノーリバン

I I 7 
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将軍にビエ ンチャ ンを無防Wi都市に

することを提案。

12月12日

令タイ外務省， タイがラオス問題に

介入しているとの北ヴェト ナムの非

難を否定。

令ラオス国民議会の過半数の議員，

プーマ内閣不僧任を決議。

令アユブ ・カーン ・パキスタン大統

領来 日。

12月13日

令ラ オスのノサパン‘Jド首都に突人。

豪ラオス国民会議，プン・ オン』股卜'

を首班 とする親西欧内閣を任命。

令八＇テト・ ラオ，全国にゲリ う戦を

＾^ 
叩 7Jo 

奢国辿イン ドネシア代jぶ l囁lsiコン
ゴ派逍軍の，）Iき揚げを声I,9j。

12月14日

》 ラオスのハ ，ノ タナ「・I,l..I.，1奇札1プン ・

オン殿ードを ，／k,忍。

12月15日

魯米固務省， ラオスのフン ・オ ン新

政府支持を）lei¥J)-j9)

カンボジ アのシア ':くークi'『+111、CI’̀’.,｝j
ソ旅行の1，'面途， 北点にかlj沿。

12月16日

ラオスのブン ・オン新肖相，f:91部

解放を発表。

ウラオスの フン ・オン政府，米固ヘ

援助要詰。

急訪中中のカンボジアの シア―Aーク

殿下，）月恩米総J浬と会談。

今カンボジアとタ イ，両国因境紛争

解決の協定に合邸。

今イン ドネシアの難祓礁船員 3名

扉太平祥でF1本船に救助さる。

12月17日

拿ラオスのフーマ中立政｝（寸蔚相， Jヽ

テト ・ラオと反共軍に休戦会談fr捉

附。

噂米国務省， ラオス 1}： •関に 1対する‘ノ

迎の対米非罰．に反識し， ソ連を非難

する'i店え占きを手交u
嘗北ウェトナ ム政府， 1954年のイ ン

ドシナ問題のためのジ ュネープ会誠

参加国に対 し， ラオス状勢検社のた

めの国際会函併l催を呼びかけ。
亨カンボジ アとインド ネシア友好条

約叫lt准魯交換。
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12月18日

⑪米，プン ・オン新ラオス政栴を11:

式承認。新内閣は執務開始。

今インドネシアの巡航見本市船，ア

ジア太平洋沿岸諸港訪問に出発。

12月19日

今 ヒJ．ーム炎外相， うオス新 l肖札Iプ
ン・オン）J設―ドに広い晶盤I！こ立つ政府
をつくるよう申し入れ。

◇米政府，米国はラオスのブン ・オ

ン政権の要諮にこたえて武器を輸送

する と発表。

今ア ブラモフ ・ラオ ス駐在ソ辿大使，

ラオ スる去る。

令イントネシ アと北ヴェトナム， 文
化協定調1]j。

12月20日

唸北ヴェトナム， 24カ国釦li対にラオ

スの中立主義 と平和を守る適切な1翡
樅をと るよう製囁。

もビルマ政府， ラオス紛争／iが決のに
叫• 1,1 連 1|.I立！峰設iiitを捉茶。

12月21日

i'.j； ラオスの ブン ・オン新政！(J・， 祈政

沿を発表し， SEA1̀()1）ll.！枇も考胞：す

ると述べにQ

12月22日

9:y'ノ辿， 炎1日に フオス1玉I［祭監視委似
活につき協力要，i＇lo
吟 イン ドネシアのナスチオン参謀総

長，社1イリア ンでの戦争準備のにめ

ソ辿援助により 3軍を増強すると允

表。

12月24日

ソ連，北ウ ．I; トナム1.12()()/jホン

ド相当の技術・経済援助を承訛．じ

硲北ヴ ェトナ ムの フン':..・ハントン

1，'.l相， 炎`ノ両国外相に対しラオス|KI
際li盆祝委活動の復活を提案。

もラ オスのフー マ前肖相， ラオスhl
l珠Ii盆祝委復活に骰成。

12月25日

やイン 1、ネシ ア，、米l31と72(）（）Jjl:・ Iレ
相当の食糧心の他建設！―-対する扱助

協定に関印。

今イ ンドネ シアのナスチオン国防

相，国内の反徒にそなえて来年度兵

}）」爵強すると発表。

12月26日

砂ラ オスのハ、ノタナ国王， ブン ・オ

ン新政府を承認 し， フーマ中立政府

の解散を正式に布告。

令 ラオス政府， ソ 連の —I・祉に抗議。

12月27日

魯カンボジアのシアヌ ーク首相，中

国 ］：り 帰国の途につ く。

令カンボジ アの シアヌーク首枇ぅ

オ；；；、平和会議にジ ュネー ブ平和会議

参加国のほかに隣接するタイ ・ビル

マ ・ヴェトナム 3固を加えるよう提

案。

命インドネシア政府，オ ランダ人所

布の製薬会社国有化を発表。

12月28日

.／iオスの米人使餡，米機が ソ辿機

0)銃＇限を受けたと発表。

珍インド ネシアのスバ ン ドリ オ外

相， ソ連からの武器買い付け増加の

ため，；）j‘ノ。

12月30日

心米政｝i：i当）h），|Ii|I保I悩，．視委役活をili

否。

や ブオス政Jfl，北 ツェト ナム軍の役
人を発表。

12月31日

令北ヅ,cI、)・L、当）司および駐夕 （米

大使館，北ヴ。9．ト ナム軍のラオス侵

人，i兒、セ否正。

1961年 1月1日

苓北ヴェ` トナ ム政府， 1ラオス（}）プ

ン ・オン政li・・［は米およ,.YSEAT(）援

ulJJ廷，；1）}グ））＇こめ北ヴ ェ・トナムの ラオス
{，ミノ＼，品をふ、(II：し、文し‘る」とJIJ¥ffu 
か’iオス(J)Iヽテ ト・フオ '.iff・9 ..1 iン

サリ ｀サムネワ， シ．Iこンクワ ン(J)3 

拠点を占拠u

ふイシ、I、ネシン'8•I) ‘ l1i 1辿lなii・:式(--
間始。

1月 2日

ふ I テヽト ・ブオ指焉名人フン＇・人ボン

殴 Iヽ`と フ1ルセナ氏，フーマ前酋柑
に帰！1，_1を裟，:，；仇

l月 3日

噂シ プオ；；、し＇）特別1月会罰lざ， 1ヽ＇！朴！：j料I
僚名~ 菊を提 i-1-i 。

今 弓オ ス政府はI"、1止0)同佳1イt表に対
L.． ‘ノ 迎 0)反乱― )lti::~ J妥 li)JI:｝j 題(/)| 9:1辿

燐，/1:化，u11令。
吟米国務省， 41J当数の北ヴェ1、ナム
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”ラオス領に降下したと発表。

^ ，♦ ラオ ス問題につぎ， 北ヴ ェト ナム
は米援助停止を要求。フィリ ビンは

国連警察軍派造，英印は監視委再開

を主張。
♦タイ 政府， ラオスヘの北ヴェトナ
ム軍介入を1まじめて指摘。

♦ イン ドネシア政府， 1戸当たり所
有耕地を20ヘクタ ールに制限する条

例を公布。
♦訪ゾ中のナ スチオ ン ・インド ネシ

ア国防相ら， ソ連代表団と会談。

1月4日

♦ ラオ ス議会， ブン ・オン政府を信

任。
♦ ラオスのプーマ前首相， ソ連政府
にラオス問題に関する国際会議開催

を要諮。

1月5日

♦インドネシア軍司令部，北スマト

ラ， メダンで 3紙の発行を1や止。
♦オラ ンダ政府，西ニ ュ ーギニ アに

おけるイン トネシアの脅迫を非難。

1月6日

令ハーター米国務長官， 米政府は ラ

オス国際監視委復活を支持すると発

表。

令米H中のセ ラノ・ フィ リヒン外相，

小坂外相に同国のカ ガヤン峡谷鉄道

建設に質金援助｀を要諮。

令訪ソ中のスパンド リオ ・イ ンドネ

シア国防相，ソ連とi西・イリア ン合併

支持を含む共同声l月発表。

1月7日

命ラ オスのブン ・オン政／｛、［，国際附，．

視委復活に条件つきで同意。

令米政附， ラオ ス白魯を発表。

合インドネシア，ソ連から 4飴： ドル

の借款をうける協定に調印。

令インド ネシ ア，同国が米固から受

けとる米綿の加工をイ ンドの会社に

加工させる契約を結んだ。

令インド ネシアのナ スチオン困防相

訓］］。

1月9日

令パンコックの外交'1匂筋0)惜報によ

れば，ソ連はパテ ト・ラオヘの物資

援助を中化~，

1月10日

喩ァイゼンハワ ー米大統領は，この

ほどラオス問題につきネルー首相に

書簡を送り，米国はラオスを西欧防

衛同盟に引き入れた り， 軍事基地を

作ったり する意図のないこと を確

認。

令カ ンボジア， ラオス問題で国際会

議開催を提案し，ソ迎， 仏，北ヴェ

トナ ムは同提案を受諾。

1月II日

令ラ オスのブーマ前首相，新政府の

帰国要諮を拒否。

令ラ オスの政府軍，米国製飛行機で

パテ ト・ラオを猛爆。

命イン ドネシアのスカルノ大統領，

四ィリア ン解放を要求する非政治的

機構の設立を決定。

今 ィンドネシア軍司令部社会主義

系新聞『ペドマン』ほか関係出版物

を永久発行停止。

令インドネシアのナスチオン国防

相，ソ連からの武器買い付けに伴い，

同国兵がソ連でその取 り扱いの訓練

を受ける と述べた。

1月 12日

今インドネシア軍当励，セラム面の

パトロ ールを強化すると発表。

令イン ドネ シアのナスチオン 国防

相，カラ チ訪問。

1月13日

命i哨ヴェ トナム政府I・しj.、ヴェトナムfi11

際監視委に対し， 北ヴェ トナムから

ラオスヘの武器移動を中止させるよ

う要訥Q

令ラ オス I}）プン ・オン政府，仏軍事

刷1月団の引きヒげ：およびセ ／晶地の

返辿を要求し

◇ラ オスのコン ・レ大lil9，平和交沙
の条件にプン ・オン殿下の辞戦を要

求。

令炎，イ ント，カナダ 3カ糾， うオ

スに現地調査団派辿を計iihi。
吟カン ボジアのラオス1ifl}出に関する

国際会議捉案に対し，米政府はこれ

を拒否，インドはよ り緊急な措i［発と
して監祝委復活を提唱。

1月 14日

もィントネシアとゾ辿， ‘ノ辿からイ

ンドネシアヘ原子炉 2基供与などの

原子力平和利用に関する協定に調

印。

合• インド ネ 、ンア政府， 21の会社を民

朕化計画のにめの検査のため国家管

理し，立た外人居住者子弟の学校新

設を禁止。

1月15日

今カンボジア内閣，総辞戦。

1月16日

今ラオス政府，パテト ・ラオの攻幣

にそなえて首都移転を準備。

令ラオスのフォルセナ情報相とパテ

ト・ ラオ，反プン ・オン軍事委を設

け， シエンク ワン州1！こ州政府樹立を
、-'c•-CC・

.iヨ． iゴ0

傘イン ドネシアのナスチオン国防相

帰国。

1月 19日

令ラオス駐在米援助代表部長は，今

後の対ラオス援助は全面的に軍事援

助にき り替えると語った。

令米当局， ラオス経済援助代表部駐

在員を大輻削減。

令米同，ラオスに練習機 2機を供与。

1月20日

令インドネシア当局， 43のホテル，

商）占などオランダ企業を国有化。

1月21日

吻カンボジアのシア -J.ーク首相は，

周恩米中国首相あての書筒の中で，

ラオス問題のための国際会議案を撤

回。

令ラオス政府，北ヴュトナム正規軍

3000が越境侵入したと発表。

喩プオス問題解決のための国際監視

委復活案，・炭国からソ迎へ提出。

令フィリビン 自由党， 11月の大統領

選2紅餃補にマ カパ‘ガル現副大統領を

指名。

1月22日

今北ヴェ．トナム外務省， 11,JIKI‘.4位）ラ
オス（必人説を作巫 (9

オー ス トラ リア政府` ラオ ス11-]民

救援(，')にめ5(）（）（）ホントll,iiりを決定。

1月25日

令モロ．）コと イン 1・ネシア，1.k|辿本

部1こIri]国派逍軍．り1ぎ．I・：I'「を通告。
令l-Li-f'）アンで， オランダの統治に

反対する総動おこ る，J

I南アージア I
12月1日

I I9 
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今バキスタンのアユブ ・カーン大統

領， ソ連と石油開発協定締結0)ため

代表団が訪ソする と述べた。

l2月3日

令日本政府，インドに対し協）J方針

を通告。

12月4日

令 ビルマ訪I:ttl中のアユブ・ハキス タ

ン大統領ウ ・ヌー・ ビルマ首相と

両国国境問題解決のため必要な措羅

をとることに同意した旨の共同声明

を発表した。

12月5日

令DLF,イン ドに 1飴：1410万 ドルの

借款供与。

魯アユブ ・カーン ・パキスタン大統

領ジャカルタに到沿，スカルノ大統

領と会談。

12月6日

今インド議会，ネール政／i＇、iに予防拘
禁法の 3 年間更新を，1·II•可。

魯セイロン政府，農民，中小企業の

， 利用を l~I 的とした国民銀行を賓本金

600万ルピーで設立。

12月7日

令 ビルマ上院，中国 ・ビルマ国境条

約を批准。

12月10日

令バキスタンとインドネシア文化協

定に調印。

脅アユプカ ーン，バキスタン大統領

インドネシア訪問の旅を終えるにあ

たって，スカルノ大統領と共同声叫

を発表。

12月12日

令インドのネ ー）レ首相，上・ド両院の

演説で， 1国連安｛呆理がコン ゴにおけ

る国連軍事活動の強化を要求し，イ

ンドは現在コンゴからの撤兵は考え．

ないと述べた。

12月 13日

令燃料資源柑を［豆i長とするバキスク
ン代表団， ソ連に地下賓源調査を依

頼のためモスクリに出発。

◇パキスタンとアラ ブ迎合，新航空

協定締結。

舎パキスタンのアユブ ・カーン大統

領，池田首相に対し，対バキスタン

投資増加を要望。
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12月15日

令ネパールのマヘンド ラ国王，政府

の実権を握るとともに国会解散，首

相ら閣僚の逮捕を命令。

12月16日

令ネバールのマヘンドラ匡1±,集会・
政治的宣伝を禁止。

令カ トマンズ各紙， コイララ政府／仰

任に抗議して発行倅ji_••O

l2月17日

含インドの1960年の米生産高は3100

万トンの大幾作と農林省が発表。

12月18日

命ネパールで両院議艮など政治指焉

者の逮拙紬く。

12月 19日

◇日本訪問のアユブ ・カーン ・パキ

スタン大統領帰国にあたり， Fl本 ・
バキス タン共同占叫発表。

、12月20日

令インドのネール首相は議会で，炎

ソ両国はラ オス国際監視委再枡II「こ原
則的に同意したと述べた。

令駐印 ・ソ連大使， ソ述はインドの

石油工業発展を援助すると悟った。

令DLF,東バキスタン水利電力開発

局に230万 ドル借款供与。

もゥ ・ヌー ・ビルマ首相，I司国コ ン
ゴ派辿軍引き上げを発表。

12月22日

命インド，綿布価格を3~5%，JIき
下げることに決定。

命ハ‘キスタ ン代表団はソ連の関係当

局と石油 ・地下資源開発援助につい

-c兵体的な話し合いにはいった。

12月23日
今インド上院， 印ハ国境協定に基づ

き西ペンガル州の一部をバキスタン

に割譲する法案を可決。

令インドのパント内相，中共支持者

取 り締まり法改正案を提出。

令米英両国，長期にわたってインド

に2300万ボン ドの開発資金借款を許
而「
J o 

令ネパールのマヘンドラ 国王，近く

真の民主主義発展に必要な新措悩を

とると発表。

◇ ビルマ貿易代表団，北鮮訪問。

1月24日

◇イン ドのネール首相， 「現在引退

の考えはない」と発表。

12月25日

令匡l述特別基金，インドの鉱物資源
調査センタ ーに69万5000ドル供与。

令ソ連，セイロンの10カ年計画援助

のため4000万ループルの借款供与。

令パキスタンに最初の ラジオ ・アイ

ソトープ ・センター開所。

12月26日

會ネパールのマヘンド ラ国王，国王

を首相とする新内閣を任命。

l2月27日

珍イント ・アフリカ学生協会第 9会

設ハンガロ ールで開く 。

金インドのカシミール州政府は，同

州で石炭，石油，ガスその他鉱物の

大鉱床が発見されたと報告した。

喝スエーデンの技術援助相，バキス

タンi)j11l]。

12月28日

今第 4回全インドニ村年会議イ ン ド

の外交政策支持を決めて1が1会。

12月30日

伶インダス川水利条約の批准也，イ

ン ド，パキスタン両国で調印。

◇ ビルマ政府，中国軍がビルマ領に

1受入したとの報迎を否定。

l96I年 l月2日

令 イン ドの ウタル ・ フラテン(-•イン

ド科学会議開く。

1月3日

會米政府， インド第 3次5カ年計iLllj

に5000万ドルの借款供与する協定に

調印。

1月4日

⑰インド政府，印IJ` ノ辿大使韻員の
スパイ活動に対し抗議申し入れ。

1月 5日

◎ネハールのマヘンドラl封こlー：．，全政
党活動禁止令を布告。

1月7日

會イ ンド国民会議派全1国大会，外交

政策，第 3次5カ年計画など党の政

鍛を承説、（）

令カルカ、ノタで， ラオスにおけるア

メリカ政策を非難する共産主義者I/）
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今ブータン学生代表団，カルカッタ 今アラブ連合のナセル大統領とユー

着。 ゴのチトー大統領， Jレムンパ首相逮

1月 17日 l甫をめぐって国連を非難し， A・A

會ビルマ貿易代表団，中国訪閲。

1月 18日

諸国に対し派遣軍の引き上げを呼び

かけ。

今アラブ連合副大統領，モスクワで

令西独，パキスタンに 1億5000マル フルシチ ョフ首相と会談。

クの借款供与。 12月 10日
令ソ連， セイ ロンのタイヤ工場建設

を援助。

◇ネパール政府は北東部に反乱があ

った との報道を否定。

今カルデリ・ユーゴ副大統領，アラ

プ連合訪問。

rf f ♦カ シミールの 3 カ年計画，協同組 l月 19日
｝． 

令ソ連， シリアに約100の農工業施

設を作る借款を供与。

12月11日
i，合，開墾，追路閲発などにつき計画 ◇ネパー）レ首相と皇太子，ニューデ
t期以前に目椋を逹成したと発表。 リーでネール首相と会談。

; I月10日 1月 20日

． ♦ イン ド に四部州と ラジャスタンを

•. 結ぷ新鉄遥lcff.J通。

1月11日

♦ソ 連， パキ スタンの石油資源調亜

に対し無条件の援助を申し入れ。

♦第13回パキスタン科学会議， ダ・ノ

カで開く。

1月12日

♦インダス水利条約のための狡料，
ニューデリ ーで交換さる。

1月13日

♦FAOの米に関する諮問委，ニ ュ ー
デリーで1外lく。
●ネバール前i)，.i相の弟， M.P.コイ
ララ氏釈放さる。

1月14日

令イン ド当局はI.1国とビルマに対

し，両l返1国境協定はイ ンド領を俊犯

していると抗議。

1月15日

令ハキスクン当）司，中[Klはハキスク

ンとの国境1じ式画定の申し入れを原

則的に受諾したと発表。

1月 16日

令ィンドの トロ ンベイに第 2原子炉

開所。

令ハキスタ ンのアユ ブ・カーン大統

領訪独。

●ビルマは，日本依存を減らすため

中共から大賊の製品輸入をする協定

を締結。

令ユーゴ，ハキスタンに1000万ドル

の資本財提供の術款協定締結。

オーストラリア，インドにコロンボ

・プランに よりミルク5000トンを贈

る。

1月21日

．令炎女王夫妾イ ンド?Ji問。

傷炎デーリー・ヘ ラルド紙記者会見

で，インドのネール首相は引退の意

向を表明。

傷アメリカ，バキス タンのダム建設

計画に3000万｝レ ピーの追加援助を供

与。

令ガーナと イスラエル，組織化およ

び職業指導分野における協力協定結

ふ‘°

I西南アジア I
11月29日

◇米国務省，米・イ スラエル両国は

1962年 6月で米国の対イスラエル援

助打ら切りに同慈したと発表。

11月30日

命アラ プ連合副大統領アメルうじr:111,

モスクソ訪問。

12月1日

令アラブ連合のナセル大統1i)]，ベル

ギー賓本会社の国有化を命令。

會アラブ辿合政府，ナ ギブ前大統餡

の釈放を発表。

12月7日

令アラブ、連合とセイ ロン， コンゴか

らの撤兵を発表。

12月8日

脅アラブ連合と酉独，原子炉をアラ

ブ連合に建設する協定および毎年学

生使節団を西独に派遣する協定を結

んだと発表。

12月12日

令ナセル・ア ラプ連合大統領とスカ

ルノ ・インドネシア大統領， コンゴ

の国連軍を非難する共同声明発表。

12月 18日

魯イスラエル政府は，原爆製造に関

する米の問い合わせに対しこれを否

定した。

12月21日

傷イスラエルのペングリオン首相，

平和利用目的の原子炉を建設中と発

表。

令アラ プ連合と ソ辿，2年期限の文

化・科学協力協定に調印。

今サウジア ラビアのファ イサル杵相

辞任し，サッド匝l王が実権掌握。

l2月22日

噂サウジ アラビアに国正親政による

新内閣成立。

12月23日

魯アラブ辿合0)ナセル大統領， イス

ラエルの核武装に対抗してぜひとも

原爆を入手すると言明。

12月24日

◇アラブ連合と米国，米のエジプト

に対する農村改善サーピスに関する

協定の1964年まで延期を決定。

喩アハマド・ イエーメン王，政府転

覆を企てたかどで甥4人を投獄。

12月25日

ィランのジャファル ・シャリ フ・

エマ ミ首相，去る 8月の総選挙に不

I2I 



---··•一· --—·· ---:•ー・ 日 誌 ：ー・ー・—:-．．“_...：-• -••一 ！ •••一•••-＿_！ー·-•?-？••••一．..••一••••一· •••—·•--_.....,_...,_..,,._..? .. -•一?--•••_•一ー·-．．．＿.？--...? _．.?•--..--工!

正が多かったのでやり 直しを指令。

今サウジアラビア，制憲会議設置を

発表。

12月26日

令サウジアラビア(/)サウド王，臨時：

憲法を発布。

12月27日

命 ヨルダン政府，イスラ エル原煤製

造説検討のためアラプ諸国会議招集

を決定。

12月29日

命ヨ）レダンの特別治安法延， マシャ

リ前首相ら殺害の11人に死刑‘直佑。

12月30日

令イエーメン， 炎1:L<lと断父。

1961年 1月4日

舎イスラエルとト ルコ，貿易支払い

協定有効期問延長を決定。

9月7日

令アラブ辿合とソマリア、文化協定

に調印。

1月9日

吟アラブ連合蔽会， FLN支援のに

めの対仏経済断交を全ア ラプ諮固に

呼びかけ。

令ソ連，スー ダンとの貿易拡人に1ぃj
意ヽ〇

1月 10日

令ユーゴ， アラプ連合に2000)jドル

の('li款供与を発表。

1月 II日

急アラブ国際労組辿翡l, ―)＇)レシェ リ
ア問題抗議のにめ仏貨ホイコ・＂）卜 Q

令イラクと ヨルダン外交をJ1f1Jflu

1月 12日

ユーゴ，ア ラフ辿合の経済 ・1：染化

援助(/)ため:O(X)（）万 l、Jレ援助。

1月 15日

令炎，アラプ辿合1lilfl，朴l_／1:に大(J:
を父換リ

|アフリカ I
11月27日

<分ガーブ、 マリIIiijI!4,J如l ，ふ会な • I '

袴代表制を基促として両叩・1部で交

122 

代に開くことにつき合滋。

11月28日

命フラン ス共同体のモーリ タニア回

教共和国独立。

．今国連総会で英代表は， シエラレオ

ネは 5カ月以内に独立すると発表。

◇象牙涌岸の大統領選出国民投票で

ウフエボワニ首相を選出。

11月29日

令コンゴのモプツ軍司令官，｝レムン

バ氏速捕を命令。

12月 1日

令カ サブブ ・コンゴ大統釦，ア ラプ

連合との断交を発表。

12月2日

令 コンゴのルムンハ社相逮捕さる。

令ルーマニアとマリ，外交関係樹立。

12月4日

今ガーナ政府，ペルギーと の断交を

発表。

12月5日

◇中央アフ リカ滋法会成 1}i•I く 。

12月6日

唸米国務省， コンゴ以）モプツili..itJ令

甘に対しルムンパ計相に「人閻的な

待辿」を与えるよ うr|」し人れ。

12月14日

令エチオビアにク ーデクー起.::..り,

＇ J,．）サン 州太•J'·が政権樹 fゞ`• U

12月 15日

嗚＇エチオ ヒ71;［人j’・, | 1、.II ：に就任な

I ・I. f iし

12月16日

占シエチオヒアの反乱鋲I_l：どるv

12月 19日

令ロントンで開か4した,.1,央アフリカ
湛法会議，アフリカ人と現地白人(）)

忍見折 り合j)1次敗に終わる。

命仏糸 ア フリカ 12 カ 1•KI，米年 l Yl ti-I 
互防術条約調印に r>き合、近：V

12月23日

唸ガーナのエン クルマ， マリのケイ

タ、ギ．． ：：う'(/） トーレらアフ リカ :l{1

脳， コ・）・クリで会（応

12月24日

◇西アフリ カのガーナ，ギニア，マリ

3国，連邦結成を決定。

令エチオピア当局， 反乱指遥者ネゥ

エイ将軍ら逮捕。

1961年 1月5日

令アラプ連合，ガーナ，ギニア， マ

リ， モロッコのアフリカ 5カ国首脳

会議開き， コンゴ対策を検討。

もナイジェリア，サハラ原煤実験に

抗議して仏と断交。

1月6日

令アフ リカ 5カ国首脳会議 FLNへ

の義男兵募集，国民投票拒否などの

殷終決議を発表。

1月 7日

⑰アフリカ首脳会議，統合アフリカ

軍司令部設置などを含むア フリ カ憲

章を発表。

l月 9日

令ガーナ，ギニ ア，マリ 3fJ;|0)統合

委，統合；1．-I•画を検討。

1月11日

喰ソ連貿易代表1-、li，中央アフ リカ述

邦を油間Q

1月12日

令 ナ イジュリア経済9史hil |J •1，貿劫拡

大のため19カ国訪問に出発。

1月15日

必ギニア初の大統僻直拉伶C，セク ー・

トーレ現大統1姐当選，

1月 16日

魯 ア ノ、ス・アルジェリ ア 1臨時政／1••l• や・1

4•I•1, インドネシ／フ’,;｝il1iJ

1月 18日

令コンゴのカクンガ州政/(.), ルムン

パ首相はエリザペートビルで投獄さ

れている と発表。

1月 20日

令マ'） IKI会，モジ ホ ・ケイク IliiI,•|朴|

を竹相に1'f迎し

1月 21日

令米国， ラオス国際監視委復活の炎

提突をI氏忍。

、tA . A辿・：サ委、 りイ 11で 31.I Ifij (/） 
緊，名（会ぷを開さ， コンゴ，ァルジ ェ

リア， ラオス人民への支片を表lJJ-lo




